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っっ
てて
くく
るる
とと
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ふふ
とと
目目
にに
付付
くく
大大
きき
なな
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ここ
れれ
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クク
ロロ
ガガ
ネネ
モモ
チチ
とと
いい
うう
名名
前前
のの
木木

でで
すす
。。
近近
づづ
いい
てて
、、
よよ
くく
見見
るる
とと
、、
１１
本本
でで

はは
なな
くく
雌雌
雄雄
のの
２２
本本
のの
木木
がが
ああ
るる
ここ
とと
にに
気気
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とと
、、
とと
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もも
大大
きき
くく
古古
いい
木木
でで
すす
。。

かか
つつ
てて
、、
ここ
ここ
榎榎
前前
町町
でで
はは
各各
家家
庭庭
のの
屋屋

敷敷
のの
鬼鬼
門門
にに
、、
モモ
チチ
のの
木木
をを
植植
ええ
るる
風風
習習
がが

ああ
りり
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
モモ
チチ
はは
モモ
チチ
でで
もも

「「
カカ
ネネ
モモ
チチ
」」
とと
いい
っっ
てて
、、
屋屋
敷敷
にに
一一
本本
植植

ええ
てて
おお
くく
とと
おお
金金
がが
貯貯
まま
るる
とと
子子
どど
もも
のの
ここ

ろろ
にに
聞聞
いい
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
、、

クク
ロロ
ガガ
ネネ
モモ
チチ
はは
榎榎
前前
町町
のの
そそ
ここ
かか
しし
ここ
にに

植植
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、
干干
しし
物物

をを
すす
るる
とと
きき
にに
日日
陰陰
にに
なな
るる
のの
でで
、、
ここ
ここ
数数

十十
年年
のの
間間
にに
大大
部部
分分
がが
切切
らら
れれ
てて
しし
まま
いい
、、

残残
っっ
てて
いい
るる
木木
はは
少少
なな
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま

しし
たた
。。

ささ
てて
、、
ここ
のの
クク
ロロ
ガガ
ネネ
モモ
チチ
のの
木木
はは
、、
ねね

じじ
れれ
てて
いい
るる
たた
めめ
木木
材材
にに
はは
向向
いい
てて
いい
まま
せせ

んん
。。
昔昔
かか
らら
ここ
のの
性性
質質
をを
「「
ネネ
ジジ
モモ
チチ
」」
とと

呼呼
んん
でで
おお
りり
、、
人人
間間
でで
もも
人人
のの
言言
うう
ここ
とと
をを

素素
直直
にに
聞聞
かか
なな
いい
人人
のの
ここ
とと
をを
「「
ああ
のの
人人
はは

ネネ
ジジ
モモ
チチ
だだ
」」
とと
揶揶
揄揄
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま

や 

ゆ

すす
。。
まま
たた
、、
ここ
のの
木木
はは
炭炭
にに
しし
てて
もも
火火
力力
がが

弱弱
いい
たた
めめ
使使
いい
物物
にに
なな
らら
ずず
、、
資資
源源
とと
しし
てて

はは
全全
くく
使使
いい
道道
がが
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

しし
かか
しし
、、
クク
ロロ
ガガ
ネネ
モモ
チチ
にに
はは
、、
ここ
んん
なな

意意
外外
なな
利利
用用
法法
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
クク
ロロ
ガガ
ネネ
モモ

チチ
のの
皮皮
をを
金金
づづ
ちち
でで
たた
たた
きき
、、
そそ
のの
後後
、、
水水

でで
よよ
くく
洗洗
いい
、、
繊繊
維維
をを
取取
りり
除除
くく
とと
べべ
たた
べべ

たた
なな
部部
分分
がが
残残
りり
まま
すす
。。
ここ
れれ
がが
いい
わわ
ゆゆ
るる

「「
トト
リリ
モモ
チチ
」」
でで
すす
。。
子子
どど
もも
のの
ここ
ろろ
はは
、、

よよ
くく
ここ
れれ
をを
使使
っっ
てて
遊遊
んん
だだ
もも
のの
でで
すす
。。
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